
 
原子力発第１８１６５号 
平成３０年１０月１０日  

愛 媛 県 知 事 
中  村  時  広  殿  

四 国 電 力 株 式 会 社 
取締役社長 佐 伯 勇 人   

伊方発電所２号機の廃止措置に関する事前協議について   
拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。弊社事業につきましては、平
素から格別なご高配を賜り厚く御礼申し上げます。  さて、弊社は、伊方発電所２号機の廃止措置計画を取りまとめ、本日、原子力規
制委員会へ認可の申請を行います。  つきましては、「伊方原子力発電所周辺の安全確保及び環境保全に関する協定書」
第９条に基づき、伊方発電所２号機の廃止措置に係る計画について、事前協議をさ

せていただきたく、何卒よろしくお願い申し上げます。   
敬具  
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Q:燃料集合体 1体の発熱量 (kW)・・・燃料集合体の最大発熱量

A:流路面積 (m2) 

Lf :摩擦損失計算用濡れぶち長さ (m)

Lh :伝熱計算用濡れぶち長さ (m)

L:発熱長さ (m)

d ，f流れの等価直径 (=4A/Lf) (m) 

d ，h 熱の等価直径 (=4A/Lh) (m) 

ρ 空気の密度 (kg/m3
)

ka 空気の熱伝導率 (W/(mo K)) 

u 空気流速 (m/s)

C
p ・定圧比熱 (kJ/ (kg 0 K) ) 

s :体膨張係数 (l/K)

g :重力加速度 (m/s 2) 

T，出口空気温度 (OC)

T i :入口空気温度 (OC)

T
a 燃料集合体中間の空気温度 (OC)

ha 燃料集合体中間の被覆管表面熱伝達率 (W/(m2・K)) 

v 動粘性係数 (m2
/ s) 

流れている空気への伝熱より，

Q=ρuCp(T，-T.)A 

空気に働く浮力を FB とすると，

FB=ρg s(Ta-Ti) LA  

[ 5 J 

[ 6 J 

燃料集合体表面に働く摩擦力 F は，管摩擦係数を λ，局所圧力損

失をととして

6-追-8
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